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(4) 無線 LAN デュアル端末に対し、無線 LAN ならびに携帯エリアの圏内/圏外の情報ならびに端末移動速度情報
を利用しだ制御方式を提案し、シミュレーション計算を実施し、待受時の消費電力低減化の効果を明らかにした。
この結果、高速移動率 10%の利用形態に対し、 10%程度の低消費電力化が可能であることを明らかにしている。
また、着信劣化率については、 97%にとどめることが可能なことを明らかにしている。
以上のように、本論文は、携帯電話の待受低消費電力化ならびに高機能化に対し、各種の技術的提案を行ない、そ
の効果を具体的に明らかにしている。これらの成果は、現在ならびに今後使用される携帯電話機器の実現上大きな寄
与をするとともに、人類共通の財産である電波周波数の利用効率向上に対しでも重要な技術であり、通信工学の発展
に寄与するところが極めて大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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